
「
明
日
を
拓
く
」
戦
略
推
進

福田富一氏栃木県知事

メッセージ
　
日
本
経
済
は
、
欧
州
債
務
危
機
に

伴
う
世
界
経
済
の
減
速
や
電
気
料
金

の
値
上
げ
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
終

了
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
中
関
係

の
冷
え
込
み
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

景
気
の
後
退
が
表
面
化
し
て
く
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
の

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
落
ち
込
み
か

ら
回
復
の
動
き
が
み
え
て
き
た
一
方

で
、
県
内
事
業
所
の
再
編
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
景
気
の
後
退
が
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
を
強
く
懸
念
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
が
活
力
あ

る
地
域
と
し
て
発
展
を
続
け
る
た

め
、
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
と
な
る

県
重
点
戦
略
「
新
と
ち
ぎ
元
気
プ
ラ

ン
」
に
掲
げ
た
「
明
日
を
拓
く
成
長

ひ
ら

戦
略
」
を
着
実
に
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
全
国
有
数
の
「
も

の
づ
く
り
県
」
と
し
て
の
産
業
集
積

等
を
生
か
し
た
製
造
業
の
振
興
や
、

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち

ぎ
」
の
推
進
な
ど
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
に
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
「
温
暖
化
問
題
」
や

「
高
齢
化
問
題
」
へ
の
対
応
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
環
境
、
医
療
・
福

祉
、
食
品
関
連
等
の
今
後
新
た
な
市

場
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
産
業
分
野

に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を

超
え
て
集
う
産
学
官
連
携
組
織
「
と

ち
ぎ
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
皆
様

方
と
と
も
に
、
異
分
野
連
携
に
よ
る

新
技
術
・
新
製
品
開
発
等
の
萌
芽
の

発
掘
や
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
企
業
や
、
大
学
な
ど

の
教
育
・
研
究
機
関
、
金
融
機
関
の

皆
様
な
ど
産
業
支
援
機
関
の
方
々
と

一
体
と
な
っ
て
、
経
済
動
向
や
企
業

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
県
内
中

小
企
業
の
よ
り
一
層
の
振
興
に
向
け

て
、
効
果
の
高
い
戦
略
的
な
施
策
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
今
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
に
よ
り
停
滞
し
て
い
た
設
備
投

資
が
再
び
動
き
出
し
て
お
り
、
企
業

の
立
地
動
向
は
今
後
も
増
加
傾
向
が

続
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

契
機
に
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
優

れ
た
交
通
の
利
便
性
、
災
害
後
の
復

旧
復
興
へ
の
対
応
力
の
高
さ
、
快
適

な
生
活
環
境
、
そ
し
て
首
都
圏
最
高

水
準
の
優
遇
制
度
な
ど
、
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
を
最
大
限
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
未
来

を
拓
く
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
栃
木

県
に
お
け
る
立
地
、
事
業
拡
大
に
つ

い
て
御
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

産
学
官
の
開
発
体
制
構
築
花
田
氏
特
許
な
ど
外
国
出
願
助
成
伊
藤
氏

機
能
強
化
・
利
便
性
向
上

産
業
振
興
の
方
向
性

モノづくり 産学官情報交換会栃木産業人クラブ
企
業
の
研
究
開
発
を
促
進
中
里
氏
中
小
企
業
の
新
事
業
支
援
冨
田
氏

５
分
野
振
興
着
実
に
実
施
小
林
氏
食
品
分
野
で
販
路
拡
大
へ
鈴
木
峰
氏

高橋和夫氏栃木産業人クラブ会長（大高商事社長）栃木県産業労働観光部産業政策課産業プロジェクト推進室長鈴木峰雄氏 小林一巳氏栃木県産業労働観光部長

花田康行氏栃木県産業技術センター所長

中里文計氏栃木県産業労働観光部工業振興課長冨田哲夫氏栃木県産業労働観光部経営支援課長伊藤勤氏栃木県産業振興センター理事長

　栃木産業人クラブ（高橋和夫会長 大高商事社長）は、栃木県産業労働観光部の
幹部らと「次代へ向け飛躍する栃木のモノづくり」をテーマに情報交換会を開い
た。県幹部をはじめ、栃木県産業技術センター、栃木県産業振興センター、宇都宮
大学、帝京大学、足利銀行、栃木銀行の関係者から企業支援や連携についての取り
組みが紹介された。新たな事業展開で注目される企業からの事例報告を交え、今
後、栃木県産業界が一段の飛躍を図るための方向性を探った。

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月１９日 水曜日 　　

　
高
橋
　
モ
ノ
づ
く
り
を
中

心
と
し
た
産
業
界
の
こ
の
一

年
間
を
振
り
返
る
と
「
大
変

厳
し
い
」
の
一
語
に
尽
き
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環

境
に
あ
る
今
こ
そ
、
企
業
に

は
改
革
・
改
善
を
図
り
な
が

ら
さ
ら
に
前
進
し
て
い
く
姿

勢
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
日
こ
の
場
で
紹
介
さ
れ
る

情
報
と
意
見
交
換
を
通
じ
、

栃
木
県
に
基
盤
を
置
く
私
た

ち
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
見

い
だ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
小
林
　
欧
州
債
務
危
機
を

契
機
と
し
た
世
界
景
気
の
減

速
や
、
電
気
料
金
の
値
上

げ
、
日
中
関
係
の
冷
え
込
み

な
ど
の
影
響
か
ら
、
県
内
企

業
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
８
月
に
は
県
内
産

業
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
シ
ャ

ー
プ
栃
木
工
場
の
事
業
縮
小

が
発
表
さ
れ
、
地
域
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
栃
木
県
が

活
力
あ
る
地
域
と
し
て
発
展

を
続
け
る
た
め
、
ス
タ
ー
ト

し
て
２
年
目
と
な
る
「
新
と

ち
ぎ
産
業
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ

た
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
自
動
車
、
航
空

宇
宙
、
医
療
機
器
、
光
、
環

境
の
五
つ
の
産
業
を
重
点
振

興
分
野
に
位
置
づ
け
た
「
重

点
５
分
野
振
興
」
や
、
食
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
ち
ぎ
」
の
取
組
を
通

じ
、
更
な
る
県
内
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
併

せ
て
本
県
産
業
の
立
地
環
境

の
優
位
性
を
訴
え
、
優
良
企

業
の
誘
致
・
定
着
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
鈴
木

峰

　
栃
木
県
で

は
、
重
点
５
分
野
と
と
も
に

食
品
関
連
産
業
を
戦
略
的
な

振
興
分
野
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
景
気
に
左
右
さ
れ
に

く
い
食
品
関
連
産
業
を
、
自

動
車
な
ど
外
需
型
産
業
と
併

せ
て
振
興
す
る
こ
と
で
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
構
造

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
食
品
関
連
産
業
振
興
で

は
「
売
れ
る
」
商
品
づ
く
り

を
重
視
し
、
販
路
拡
大
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
県
内
企
業

の
約

％
が
中
小
企
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
と
ち
ぎ
中

小
企
業
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
戦

略
」
に
よ
り
、
中
小
企
業
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、

成
長
性
に
富
む
企
業
の
立
地

・
定
着
を
図
る
た
め
、
「
と

ち
ぎ
の
い
い
も
の
」
販
売
推

進
本
部
を
活
用
し
な
が
ら
、

重
点
５
分
野
や
食
品
関
連
、

本
社
・
研
究
開
発
機
能
な
ど

経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
企

業
の
集
積
促
進
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　
中
里
　
モ
ノ
づ
く
り
企
業

へ
の
具
体
的
支
援
策
と
し

て
、
卓
越
し
た
技
術
や
市
場

シ
ェ
ア
の
高
い
製
品
を
有
す

る
企
業
を
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

企
業
」
と
し
、
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
同
時
に
、
研
究

開
発
へ
の
助
成
事
業
や
制
度

融
資
の
対
象
と
す
る
こ
と
な

ど
を
通
じ
企
業
の
競
争
力
強

化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
重
要
な
取
り
組
み
と

し
て
、
産
学
官
の
連
携
を
活

用
し
て
交
流
等
の
き
っ
か
け

作
り
や
研
究
開
発
の
促
進
、

人
材
育
成
な
ど
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
産
学
官

連
携
の
手
法
で
モ
ノ
づ
く
り

企
業
の
コ
ア
技
術
強
化
戦
略

を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
好
評

を
得
ま
し
た
。

　
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
光
産
業
と
環
境
産
業
の

事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ま
た
フ
ー
ド
バ
レ
ー
で

は
高
機
能
・
高
付
加
価
値
食

品
開
発
研
究
部
会
、
県
産
品

利
用
拡
大
研
究
部
会
を
担
当

し
、
新
商
品
・
新
技
術
開
発

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
冨
田
　
経
営
支
援
課
で
は

経
営
革
新
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
小
企

業
が
新
事
業
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
「
経
営
の

向
上
」
を
図
る
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
を
知
事
が
承

認
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
融

資
・
保
証
の
優
遇
措
置
、
補

助
金
・
投
資
の
支
援
措
置
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制

度
で
す
。
新
事
業
活
動
と
い

う
の
は
新
商
品
の
開
発
・
生

産
や
、
商
品
の
新
た
な
生
産

・
販
売
方
法
の
導
入
な
ど
。

企
業
は
新
事
業
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
っ
て
付
加
価

値
額
、
経
常
利
益
に
つ
い

て
、
一
定
の
目
標
を
上
回
る

計
画
を
立
て
て
、
経
営
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
県
は
関
係

支
援
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
計
画
の
策
定
か
ら
承
認

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で

き
め
細
か
く
支
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
制
度
融
資
は
、

過
去
３
番
目
に
大
き
な
融
資

枠
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
司
会
　
産
業
技
術
セ
ン
タ

ー
や
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は

今
お
話
の
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
支
援
・
実
行
部
隊

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
花
田
　
昨
年
の
震
災
で
は

当
セ
ン
タ
ー
も
被
災
し
ま
し

た
が
設
備
・
装
置
の
復
旧
は

完
了
し
ま
し
た
。
放
射
線
測

定
の
依
頼
は
今
年
度
に
入
っ

て
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま

す
が
、
放
射
線
核
種
測
定
は

輸
出
関
連
の
依
頼
が
月

件

程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
主
要
業
務
は
依

頼
試
験
、
機
器
開
放
、
技
術

相
談
、
研
究
開
発
を
実
施

し
、
技
術
的
側
面
か
ら
中
小

企
業
を
支
援
す
る
こ
と
。
研

究
開
発
で
は
、
重
点
５
分
野

関
連
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加
工
用
切

削
工
具
の
開
発
、
フ
ー
ド
バ

レ
ー
関
連
の
ユ
ウ
ガ
オ
を
用

い
た
惣
菜
や
大
麦
焼
酎
の
商

品
化
へ
の
協
力
。
ま
た
、
２

０
１
４
年
１
月
打
ち
上
げ
予

定
の
帝
京
大
学
の
小
型
人
工

衛
星
の
共
同
研
究
を
開
始
し

ま
し
た
。
国
や
県
の
各
種
助

成
制
度
の
活
用
、
産
学
官
の

研
究
開
発
体
制
構
築
を
促
進

し
、
中
小
企
業
の
競
争
力
強

化
を
支
援
す
る
た
め
、
当
セ

ン
タ
ー
の
ハ
ブ
機
能
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伊
藤
　
当
セ
ン
タ
ー
は
財

団
と
し
て
、
事
業
計
画
に
則

し
て
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
基
本
で
す
。
事
業
計

画
外
の
取
り
組
み
と
し
て
は

フ
ー
ド
バ
レ
ー
の
フ
ァ
ン
ド

事
業
に
関
し
て
、
商
品
開
発

の
補
助
事
業
の
期
限
を
年
度

内
か
ら
交
付
決
定
後

カ
月

へ
と
変
更
、
展
示
会
出
展
の

支
援
を
年
間
１
回
か
ら
年
間

３
回
ま
で
使
え
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
よ
り
使
い
や
す
く

改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
気
づ
い
た
点
を
紹

介
し
ま
す
と
、
相
談
内
容
で

は
、
５
Ｓ
の
取
り
組
み
、
後

継
者
対
策
、
経
営
分
析
な
ど

に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
受
発
注
あ
っ
せ
ん

と
し
て
の
商
談
会
で
は
、
海

外
調
達
の
増
加
や
内
製
化
の

動
き
か
ら
、
発
注
企
業
集
め

が
苦
労
し
が
ち
で
す
。
海
外

展
開
事
業
で
は
、
今
年
度
か

ら
特
許
や
意
匠
・
商
標
の
外

国
出
願
の
助
成
を
開
始
し
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
、
国
の

予
算
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に

強
化
し
た
い
と
考
え
ま
す
。


